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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置を備えたホストプロセッサに結合されたプリント装置を制御する方法であって
、
　ユーザがメモリを含む交換可能なインクカートリッジを前記プリント装置にインストー
ルすると、以後はユーザによる動作を必要とせずに、前記プリント装置のマイクロプロセ
ッサが、
　前記インクカートリッジが、前記プリント装置に挿入されたかどうかを判定する第１ス
テップ、
　第１ステップで前記インクカートリッジが前記プリント装置に挿入されたと判定された
場合に、前記メモリに記憶されている新たなドライバ識別コードを含むデータの読み出し
を行う第２ステップ、
　第２ステップで読み出した新たなドライバ識別コードと前記プリント装置にインストー
ルされている現在のプリンタドライバのドライバ識別コードとを比較し、新たなドライバ
識別コードが現在のドライバ識別コードより新しいバージョンのプリンタドライバを示し
ているかどうかを判定し、新たなドライバ識別コードが現在のドライバ識別コードより新
しいものでない場合には処理を終了する第３ステップ、
　第３ステップで新たなドライバ識別コードが現在のドライバ識別コードより新しいもの
であると判断された場合に、前記表示装置に、前記プリント装置が新しいバージョンのプ
リンタドライバを利用可能であることを示すメッセージ及びその新しいバージョンのプリ
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ンタドライバを注文することのできるインターネットアドレスを表示させる第４ステップ
、
　及び、
　第３ステップで新たなドライバ識別コードが現在のドライバ識別コードより新しいもの
であると判断された場合に、第２ステップで読み出されたデータによって、前記ホストプ
ロセッサに、前記インクカートリッジのメーカーのインターネットウェブサイトへの自動
接続を行わせて前記新しいバージョンのプリンタドライバを前記プリント装置に直接ダウ
ンロードさせる第５ステップ
　からなる処理を実行することを特徴とするプリント装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はプリンタに関し、特にある事象の発生時あるいはその部品の設置時にメッセージ
の表示をトリガする手段を含む常駐メモリを有する交換可能な消耗部品に関する。
【０００２】
【従来の技術】
今日の複写機、プリンタ、プロッタ等はほとんどすべて使用データ、校正データおよびそ
の他のデータの入力を必要とする。インクジェットプリンタについては、プリントヘッド
にプリンタの校正に用いる動作パラメータを記憶するためのパラメータメモリを内蔵する
ことが提案されている。かかるパラメータとしては、液滴発生器ドライバ周波数、インク
圧、および液滴充填値がある（Xerox Disclosure Journal、Volume 8、No. 6、1983年、1
1/12月、503ページ（"Storage of Operating Parameters in Memory Integral with Prin
t Head”）を参照されたい。）
【０００３】
“Ink Jet Apparatus and Ink Jet Cartridge Therefor”と題する米国特許5,138,344号
には、インクを収容した交換可能なカートリッジにインクジェットプリンタの制御パラメ
ータに関する情報を記憶する一体情報装置（integral information device)（すなわち、
抵抗素子、磁気媒体、バーコード、集積回路あるいはROM）を設けることができることが
示されている。
【０００４】
“Arrangement for Printer Equipment Monitoring Reservoirs that Contain Printing 
Medium”と題するその他の米国特許5,365,312号には、（結合されたインクジェットプリ
ンタの使用する）インク消費データを記憶する記憶装置を一体型のインク貯蔵器に用いる
ことが説明されている。“Ink Supply Identification System for a Printer”と題する
ヨーロッパ特許0720916号には、インク源とその充填レベルの同定に関するデータの記憶
に用いられる一体のEEPROMを有するインク源の使用が説明されている。
【０００５】
従来技術ではさらに電子写真式プリンタに用いる一体のメモリを有する消耗部品が使用さ
れる。“Copying Apparatus having a Consumable Part”と題するその他の米国特許5,02
1,828号には、カートリッジ内のトナーの消費状態に関するデータを記憶するメモリを含
むトナーカートリッジが開示されている。米国特許4,961,088号、米国特許4,803,521号、
米国特許5,272,503号はすべて電子写真式プリンタに用いるさまざまな交換可能なトナー
カートリッジを説明している。それぞれのカートリッジはそのカートリッジに関するパラ
メータデータを記憶する記憶装置を内蔵している。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
インクジェットプリンタ、その消耗品およびそれに使用するソフトウエアは絶えず改良さ
れている。かかる装置、消耗品およびソフトウエアのマーケッティングにおける未解決の
問題として、各種の改良、その利用可能性、価格および現在および前の製品の双方に対す
る関係等に関する購入者への通知の問題がある。さらに、消耗品を使いきった場合、ユー
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ザーは容易に利用可能な交換部品持っているか、どこで交換部品を入手できるかを知って
いなければならない。交換部品の入手先に関するデータは消耗品に添付される説明書やパ
ンフレットに記されていることが多く、これらは紛失しやすい。
【０００７】
したがって、本発明の目的はインクジェット装置に用いる交換可能なカートリッジであっ
て、ユーザーメッセージの通信をトリガし、ある事象の発生時に起動されるユーザーメッ
セージトリガを有するメモリを含む交換可能なカートリッジを提供することである。
【０００８】
本発明の他の目的は、インクジェット装置に用いる交換可能なカートリッジであって、カ
ートリッジのインストール時に表示されるユーザーメッセージを有するメモリを含む交換
可能なカートリッジを提供することである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
インクジェット装置の制御方法にはメモリを含む接続可能なモジュールが用いられ、イン
クジェット装置はコンピュータ／ディスプレイ構造に接続される。この方法は、インクジ
ェット装置に接続可能なモジュールがインストールされたことを判定するステップ、モジ
ュールのメモリ内のプリンタドライバ表示がインクジェット装置に現在使用されているド
ライバ手順より新しいドライバ手順を示しているかどうかを判定するステップ、および新
しいドライバ手順を示している場合、新しいドライバ手順の利用可能性を示すメッセージ
を表示するステップを含む。さらに、この方法によれば、接続可能なモジュールからの低
量インク表示の発生によって再注文メッセージの表示を自動的に発生させることができる
。また、この方法によれば、メモリに保持された任意の選択されたメッセージを接続可能
なモジュールの挿入時に自動的に表示することができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
図１は本発明を用いたインクジェットプリンタ１の斜視図である。トレイ２が入力用紙あ
るいは他のプリント媒体を保持する。印刷動作が開始されると、用紙シートがプリンタ１
に供給され、続いて出力トレイ３に向かってU字状を成す方向に送られる。シートはプリ
ント領域４で停止され、複数の取り外し可能なカラープリントヘッド６を含む走査カート
リッジ５がシート上を走査し、インクがある幅(swath)で印刷される。この処理はそのシ
ート全体が印刷されるまで繰り返しおこなわれ、印刷が完了するとシートは出力トレイ３
に排出される。
【００１１】
プリントヘッド６はそれぞれ、たとえばシアン、マゼンタ、黄および黒のインクを保持す
る４つの取り外し可能なインクカートリッジ７に液通した状態で連結される。黒のインク
は最も早く消費される傾向があるため、黒インクカートリッジは他のインクカートリッジ
より大きい容量を有する。以下の説明から明らかになるように、各プリントヘッドおよび
インクカートリッジにはプリンタ１がその印刷動作を制御し、ユーザーへのメッセージを
表示装置に表示するのに用いるデータを記憶する一体型の記憶装置が設けられている。
【００１２】
図２において、ホストプロセッサ10がインクジェットプリンタ１に接続され、制御信号お
よびデータ信号の両方を供給する。ホストプロセッサ10はインクジェットプリンタ１の制
御のための動作プログラムデータを含む記憶媒体カセット12を受けるように周知の態様で
適合されている。
【００１３】
上述したように、インクジェットプリンタ１はプリントヘッドに用いられる１あるいはそ
れ以上の色を含む複数の接続可能なインクカートリッジを受けることができる。インクカ
ートリッジ14はインクを保持するインク貯蔵器15、いずれもインクカートリッジ14のイン
ストール時にインクジェットプリンタ１内の嵌合コネクタに結合される流体連結器16およ
び電気コネクタ18を含む。インクカートリッジ14に設置されたメモリチップ20がコネクタ
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18に結合され、インクカートリッジ14の挿入時にインクジェットプリンタ１内のマイクロ
プロセッサに電気的に結合される。
【００１４】
また、プリントヘッド30は液体結合領域32、常駐メモリ34およびメモリ34への接続を行な
う電気的コネクタ36を含み、さらにプリントヘッド30内の他の検出および制御装置を含む
。
【００１５】
図３にはインクジェットプリンタ１、インクカートリッジ14およびプリントヘッド30の動
作を制御するマイクロプロセッサ40との間の相互接続を示す。インク流路42によってイン
クカートリッジ14とプリントヘッド30との間の流路が提供される。
【００１６】
インクカートリッジ14上のメモリチップ20にはさまざまなパラメータが記録されており、
その一部はカートリッジ14に収容された特定のインクの使用に関するものであり、他はイ
ンクジェットプリンタ１の制御を行なうためにより全般的に用いるものである。また、メ
モリチップ20にはある所定の事象の発生時あるいはインクジェットプリンタ１へのインク
カートリッジ14の初期設置時にユーザに対して自動的にメッセージを表示することを可能
にする他の種類のデータが保持される。たとえば、かかるメッセージの１つとしては、イ
ンクジェットプリンタ１にインストールされているプリンタドライバの新たなバージョン
である新たなプリンタドライバソフトウエアの利用可能性の表示、低インクレベルが判定
された際にインクカートリッジ14の交換の必要性を示し、さらにその部品の再注文のため
の部品番号およびアドレスの表示、インクカートリッジ14の初期挿入時に表示される新製
品紹介のメッセージ、あるいはインクジェットプリンタ１による一体型サービスステーシ
ョンの動作の制御に用いるパラメータ等がある。
【００１７】
図４にはメモリチップ20が新たなプリンタドライバの識別コード（identifier code）を
含む際の本発明の手順を示す論理フローチャートを示す。新たなインクカートリッジが設
置されるとき（判定ボックス50）、マイクロプロセッサ40は新たなプリンタドライバ識別
コード等を含むメモリチップ20に記録されたデータの読み出しを行なう（ボックス52）。
新たなプリンタドライバの識別コードがプリンタ１にインストールされている現在のプリ
ンタドライバの識別コードと比較され、この新たな識別コードが現在の識別コードより新
しいバージョンのプリンタドライバを示しているかどうかが判定される。この判定は（i
）各識別コードがその識別コードの発行日を示す日付部分を含むことを確認する（遅くリ
リースされたコードのバージョンは早くリリースされたバージョンより新しいものである
）あるいは（ii）単にバージョン番号が順次大きくなっていることを確認することによっ
て容易に行なうことができる。
【００１８】
　新たなプリンタドライバ識別コードが現在のプリンタドライバ識別コードより新しいも
のでない場合、この手順は終了する。それに対して、新たなプリンタドライバ識別コード
が現在のプリンタドライバ識別コードより新しいものである場合、この手順はボックス56
に進み、表示スクリーン44上に新たなプリンタドライバが利用可能であることを示すメッ
セージが表示される。また、その新たなプリンタドライバを注文することのできるインタ
ーネットアドレスあるいは電話番号のいずれかのリストも表示される。さらに、メモリカ
ートリッジから読み出されたデータによってプリンタのホストプロセッサによるそのメー
カーのインターネットウェブサイトへの自動接続を行なわせることができ、ユーザは更新
されたドライバを直接ダウンロードする機会を得ることができる。
【００１９】
以上の動作はすべてインクジェットプリンタ１へのインクカートリッジ14の挿入時に自動
的に発生し、インクカートリッジのインストール以外にはユーザによる動作を必要としな
い。インクカートリッジは比較的交換頻度が高いため、プリンタドライバの利用可能性メ
ッセージによって、更新されたプリンタドライバソフトウエアを使用するように適合され
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たインクジェットプリンタをすでに所有しているターゲットとなるユーザ層の獲得が確実
となる。
【００２０】
　図５にはプリンタ１によるインクカートリッジ14内のインクレベルの低下を示すメッセ
ージの表示、再注文部品番号の表示および顧客の入力による注文書のプリントアウトを可
能とする手順を示す。具体的には、マイクロプロセッサ40がカートリッジに組み込まれた
インクレベルモニタを用いてインクカートリッジ14のインク残量レベルを連続的にモニタ
する（ボックス60）。レベルモニタからの低量インク表示が発生すると（判断ボックス62
）、マイクロプロセッサ40は表示スクリーン44に低量インク警告および再注文部品番号を
表示させる。ユーザが表示画面44上に表示された再注文部品番号をクリックすることによ
って注文を選択すると（判断ボックス66）、プリンタ１は交換インクカートリッジの発注
に必要なすべての項目を示す注文書を出力する。あるいは、インターネットウェブサイト
を自動的にアクセスしてただちに発注するようにすることも可能である。コンピュータに
よってユーザに郵便番号を記入するようにプロンプトし、最寄りの販売店に関する情報等
を提供するようにすることも可能である。
【００２１】
図６にはメモリカートリッジ20からのメッセージ／データ出力の他の例のいくつかを示す
。新しいインクカートリッジが設置されると（判断ボックス70）、マイクロプロセッサが
メールボックスフラグがセットされているか否かを判定する（判断ボックス73）。このフ
ラグがセットされている場合、メモリ20からメールボックスメッセージをアクセスし、表
示スクリーン44上に表示することができる（ボックス74）。メールボックスメッセージに
よって、ユーザに対して（インターネットあるいは電話によって）メーカーから販売促進
商品、サービス、情報、無償提供、他の製品の紹介等にを受けることが可能であることを
通知することができる。
【００２２】
ユーザへのメッセージの表示に加えて、本発明によればプリンタ１内の処理を制御するた
めのメモリ20からマイクロプロセッサ40へのデータのダウンロードが可能である。当業者
には周知の通り、インクジェットプリンタにはインクジェットプリントヘッドが連続的で
信頼性の高い動作を行なう得るように「サービス」ステーションが用いられる。サービス
ステーション（図示せず）はプリントヘッドが格納位置にあるときそれに対するワイピン
グ動作とキャッピング動作の両方を行なうものである。サービスステーションのさまざま
な動作はマイクロプロセッサ40内のファームウエアに記憶されたパラメータによって制御
される。
【００２３】
したがって、図６に示すように、新しいインクカートリッジが設置されると（ボックス70
）、マイクロプロセッサ40はメモリ20内にサービスステーションフラグがセットされてい
るかどうかを判定する（判断ボックス76）。セットされている場合、カートリッジメモリ
20内のサービスステーション制御手順識別子（service station control procedure iden
tifier）がアクセスされる（ボックス78）。次に、その識別子を用いてサービスステーシ
ョンの動作に関して使用すべきさまざまなパラメータを記憶するマイクロプロセッサ40内
のファームウエアがアドレス指定される。その後、サービスステーションの動作が必要に
なるたびに、新たなルーチン識別子を用いてサービスステーションの動作を制御するため
の新たなパラメータがアクセスされる。
【００２４】
以上の説明は本発明を例示するものに過ぎないことを指摘しておく。当業者には本発明か
ら逸脱することなくさまざまな代替態様および変更態様の考案が可能である。たとえば、
メモリ20に言語指定コードを記憶し、インストール時に自動的に読み出されるようにする
ことができる。プリンタ内のドライバ／ユーザーインターフェースが異なる言語を用いて
いる場合、ユーザーに対する質問を表示してそれ以降のメッセージ表示の言語に関する選
択を可能にすることができる。したがって、カートリッジをスペイン語使用国で購入し、
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英語使用国のプリンタに使用する場合、ユーザーにはユーザーメッセージの表示言語を変
更する機会が与えられる。したがって、本発明は特許請求の範囲に該当するかかる代替、
修正および変更のすべてを含むものである。
【００２５】
以上、本発明の実施例に詳述したが、以下、本発明の各実施態様の例を示す。
（実施態様１）メモリを含む接続可能なモジュールを用い、プロセッサ／表示装置に結合
されたプリント装置の制御方法であって、
前記接続可能なモジュールの挿入時に、前記メモリに記憶されたドライバ識別子が前記プ
リント装置の制御に用いられる現在のドライバのバージョンより新しいドライバのバージ
ョンを示しているかどうかを判定し、
前記メモリに記憶されたドライバ識別子が更新されたドライバのバージョンを示す場合、
ユーザに前記更新されたドライバのバージョンの利用可能性を通知することを含むことを
特徴とするプリント装置の制御方法。
（実施態様２）前記接続可能なモジュールは交換可能なインクカートリッジであることを
特徴とする前項(1)記載の方法。
（実施態様３）前記プリント装置はインクジェットプリンタであることを特徴とする前項
(1)記載の方法。
（実施態様４）前記プロセッサ／ディスプレイ装置をインターネットウェブサイトに接続
して前記更新されたドライバのバージョンの獲得を可能とすることをさらに含むことを特
徴とする前項(1)記載の方法。
（実施態様５）前記プロセッサ／ディスプレイ装置への前記更新されたドライバのバージ
ョンのダウンロードを可能とすることをさらに含むことを特徴とする前項(4)記載の方法
。
（実施態様６）前記通知ステップは前記コンピュータ／ディスプレイ装置を介して視覚信
号あるいは音声信号を供給して前記利用可能性を表示することを特徴とする前項(1)記載
の方法。
（実施態様７）メモリを含むプラグ挿入可能なインクカートリッジを用い、プリントデー
タ源に連結するインクジェットプリンティングシステムを制御する方法であって、前記イ
ンクカートリッジを前記インクジェットプリンティングシステムに挿入し、前記メモリと
前記プリントデータ源を接続可能にし、前記インクカートリッジ中のインクレベルをモニ
タし、インク状態が低量の場合、前記メモリから対応するデータ信号を取り出し、前記対
応データ信号に応じて再注文メッセージを通信し、再注文要求の指示を受け付けると注文
の処理をさらにおこなうことを含むインクジェットプリンティングシステムを制御する方
法。
（実施態様８）前項(7)記載の方法はさらに注文情報を印刷することを特徴とする方法。
（実施態様９）前項(7)記載の方法はさらに前記インクカートリッジを入手可能な販売店
のリストを供給することを特徴とする方法。
（実施態様１０）前項(7)記載の方法はさらにインクジェットカートリッジを入手可能な
インターネットウェブサイトに前記インクジェットプリンティングシステムを制御するプ
ロセッサ／ディスプレイ装置に接続させることを特徴とする方法。
（実施態様１１）メモリを含む接続可能なモジュールを用い、プリントデータ源に結合す
るように適合されたプリントシステムとの通信方法であって、
ある事象が発生すると、前記メモリのデータにアクセスし、メッセージの通信を行なうた
めの通信データが前記メモリから出力されているかどうかを判定し、
かかる通信データがアクセスされる場合、前記メッセージをユーザーによる介入を要する
ことなく自動的に通信してユーザに表示するステップからなることを特徴とする方法。
（実施態様１２）前記事象は前記プリントシステムへの前記接続可能なモジュールの挿入
であることを特徴とする前項(6)記載の方法。
（実施態様１３）コネクタを含む容器と連結するプロセッサを含むプリンティングシステ
ムを更新する方法であって、前記プリンティングシステムの前記容器はメモリチップが取
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り付けられたインクカートリッジを受けるために設けられ、前記メモリチップは符号化さ
れた更新トリガデータを有するものであり、
前記容器内にインクカートリッジを受け、前記プロセッサのコネクタを介して前記メモリ
チップに接続させ、
前記メモリチップで符号化された更新トリガデータを前記プロセッサに通し、
前記プロセッサを更新トリガデータから少なくとも１つのパラメータを１またはそれ以上
の予測されたパラメータと比較し、
前記プロセッサは前記の比較結果に基づいて次の手順を実行することを選択する。
（実施態様１４）前記パラメータはプリンタドライバの改訂番号であることを特徴とする
前項(13)記載の方法。
（実施態様１５）前記プリンタドライバの改訂番号を現在インストールされているプリン
タドライバの改訂番号と比較することを特徴とする前項(14)記載の方法。
（実施態様１６）最新の改訂番号のプリンタドライバを示すメッセージを通信することを
特徴とする前項(15)記載の方法。
（実施態様１７）前記パラメータのひとつはメールボックスメッセージ番号を示す値に対
応することを特徴とする前項(13)記載の方法。
（実施態様１８）前記メールボックスメッセージ番号を示す値を複数の格納された値と比
較し、一致したとき、メッセージを通信することを特徴とする前項(17)記載の方法。
（実施態様１９）前記パラメータのひとつはインクジェットサービスステーション手順を
表すフラグ値に対応することを特徴とする前項(13)記載の方法。
（実施態様２０）前記インクジェットサービステーション手順を示すフラグ値と現在イン
ストールされるサービスステーション手順に関連する値と比較することを特徴とする前項
(19)記載の方法。
（実施態様２１）前項(20)記載の方法はさらに、異なるサービスステーション手順の群を
提供し、前記各手順はある特定の値に対応するものであり、前記フラグ値と一致する値に
関連するサービスステーション手順を選択し、前記選択された手順にしたがって現在使用
しているサービスステーション手順を再設定することを含む方法。
（実施態様２２）前項(13)記載の方法はさらに、前記インクカートリッジの残留インクを
、プリンティングシステムに設置されるプリントヘッドのインク滴噴射を計数し、インク
カートリッジの現在のインク容量に対応する値を指示する前記メモリ上のカウントを更新
し、前記カウントを低インク値と比較し、前記カウントが低インク値と等しいまたは低い
場合、低量インク警告を表示することを含む方法。
（実施態様２３）前項(22)記載の方法において、前記パラメータの一つは再注文部品番号
に対応し、前記プロセッサは前記再注文部品番号と少なくとも一つの格納された値と比較
し、再注文情報を通信することを特徴とする方法。
（実施態様２４）インストールによってプリンティングシステムを更新させるインクカー
トリッジであって、前記プリンティングシステムはコネクタを含む容器と電気的に連結す
るプロセッサを含み、前記プリンティングシステムは媒体にむけて噴射するプリントヘッ
ドを備えるものであり、
取外し可能に前記容器に取り付けられるハウジングと、前記ハウジングはインク貯蔵器を
含むものであり、
ハウジングが前記容器に取り付けられるとき、前記コネクタと接続するメモリ素子と、前
記メモリ素子は少なくともひとつのパラメータを含む指示データを格納し、前記メモリ素
子は前記プロセッサに前記指示データを提供し、前記プロセッサは、少なくともひとつの
パラメータを予測されるパラメータと比較するパラメータチェックアルゴリズムを実行し
、前記比較に応じて次の手順を実行することを特徴とするインクヘッド。
（実施態様２５）前記パラメータはプリンタドライバ改訂番号に対応するものである前項
(24)記載のインクカートリッジ。
（実施態様２６）前記パラメータはメールボックスメッセージ番号を示す値に対応するこ
とを特徴とする前項(24)記載のインクカートリッジ。
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（実施態様２７）前記パラメータはインクジェットサービスステーション手順を示すフラ
ク値に対応することを特徴とする前項(24)記載のインクカートリッジ。
（実施態様２８）前記パラメータは再注文フラグに対応することを特徴とする前項(24)記
載のインクカートリッジ。
（実施態様２９）プリントデータ源を含むプリントシステムにインストールされる際に、
エンドユーザーにメッセージを供給する交換可能なモジュールであって、
メモリ素子と、
前記メモリ素子を前記プリントシステム内のプロセッサに結合するコネクタ手段からなり
、前記メモリ素子は前記プロセッサによって自動的にアクセスされ、ユーザによる介入を
要することなくユーザに対して表示すべきメッセージの通信を発生させるパラメータを保
持することを特徴とする交換可能なモジュール。
（実施態様３０）前記メッセージはメモリ素子上に符号化されることを特徴とする前項(2
9)記載のモジュール。
（実施態様３１）前項(30)項記載の交換可能なモジュールはインクを収容するインク容器
を含むモジュール。
（実施態様３２）前記メッセージの主題はプリントシステムと関係のないものであること
を特徴とする前項(29)記載のモジュール。
（実施態様３３）前記メッセージは前記メモリ素子に符号化される前項(29)記載のモジュ
ール。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例であるインクジェットプリンタの斜視図。
【図２】図１のインクジェットプリンタのブロック図。
【図３】図１のインクジェットプリンタ内の構成要素の接続を示すブロック図。
【図４】ドライバ更新メッセージの表示を可能とする本発明の一実施例のフローチャート
。
【図５】交換可能なモジュールの再注文データの表示を可能とする本発明の一実施例のフ
ローチャート。
【図６】インクジェットサービスステーションの調整のための、メモリに記憶されたメッ
セージあるいはデータ入力のいずれかの表示を可能とする本発明の一実施例のフローチャ
ート。
【符号の説明】
１：インクジェットプリンタ
２、３：トレイ
７：インクカートリッジ
10：ホストプロセッサ
12：記憶媒体カセット
14：インクカートリッジ
20、34：メモリ
30：プリントヘッド
40：マイクロプロセッサ
42：インク流路
44：表示スクリーン
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